
この度は、ケルヒャー商品をお買い上げいただき誠にありがとうございました。

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、正しく安全にご使用ください。

お読みになられた後は、本書をすぐに取り出せる場所に保管してください。
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使用上の注意

警告
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、「死亡また
は重傷を負う可能性が想定される内容」を示しています。

注意

◎ご使用の前に必ずお読みください。

絵表示について

この取扱説明書と製品への表示では、あなたや他の人々への危害や財産への損害を
未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから
本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、「傷害を負
う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定され
る内容」を示しています。

の記号は「してはいけないこと（禁止）」を示します。

の記号は「必ず実行してほしいこと」を示します。

施工は自己責任にて行うこと
万一施工対象物に損傷、破損、変色などが生じた場合、もしく
は正しく操作をせずにケガを負った場合、当社では一切の責任
を負いません。

注意
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ご使用時の警告

本体、電源プラグに水をかけないこと

感電する場合があります。

ぬれた手で電源プラグを触らないこと

感電する場合があります。

子供には触らせないこと

ケガをする場合があります。

改造禁止

火災、感電、ケガの原因になります。
ケルヒャー純正部品以外の、機械の性能や機能に適さない部品を使用
しないでください。
機能を十分に発揮しない場合が生じ事故のもとになることがあります。

危険物のある場所で使用しないこと

火災の原因となります。

火気のそばに置かないこと

本体が変形し発火の原因になる場合があります。

人体に向けて機械を使用しないこと

人体に向けてドライアイス・圧縮空気をかけないでください。
皮膚の裂傷、失明、難聴になる場合があります。

ドライアイスやノズルなど機械の冷えた部分を直接触らないこと

低温ヤケドをする恐れがあります。
必ず防護具の上から触れてください。

稼働中の機械は洗浄しないこと

可動機械に組み込まれているモーターの絶縁が低下している場合
本機が損傷します。
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作業に適した服装、防具を身につけること

事故の回避、ケガの防止のため装着してください。

修理はケルヒャーまたはケルヒャー認定技術者が行うこと

個人の修理は事故のもとになる恐れがあります。

汚染された可能性のある場所を洗浄する場合はマスクなどの

適切な防護具を身に着けること

汚染物質が飛散し人体に悪影響を生じる場合があります。

ご使用時の警告

屋内で使用する場合は強制換気をすること

屋内で使用する場合は換気設備の整った場所で使用すること。
二酸化炭素中毒になる恐れがあります。
二酸化炭素の空気中の濃度が３～５％の場合頭痛・息切れなどの症状、
７～ 10％の場合頭痛・吐き気・意識不明に陥る場合があります。
これらの症状が出た場合は直ちに作業を中止し、新鮮な空気を吸って
ください。

セーフティーゴーグルを着用すること

ドライアイスペレットが目に入りケガをする恐れがあります。
必ずゴーグルなどの防護具を着用してください。

防音保護具を着用すること

聴覚障害を引き起す恐れがあります。

質量の軽い洗浄対象物は固定して洗浄すること

洗浄中に対象物が飛散しケガをする場合があります。

長袖・長ズボンの防護具を着用すること

ドライアイスペレットが飛散しケガをする場合があります。
皮膚が隠れる作業着を着用してください。

周囲の安全に気を配って使用すること

ジェットピストルを握る瞬間反動があります。周囲に気を配りジェッ
トピストルをしっかり握ってください。

ノズルの取り替え時はトリガーガンのレバーを放すこと

ノズルを取り替える場合はトリガーガンのレバーを放し、レバーロッ
クした状態で行ってください。
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電気に関する警告

電源プラグは確実に差し込むこと

コンセントに接続したときに、ゆるみやガタつきがある場合ショート
して発火する恐れがあります。

交流 1 ００V 単相電源専用

異種電圧で作動させた場合、火災の原因となります。
ラベルに記載された周波数でご使用ください。
50Hz と 60Hz は共用出来ません。

延長コードは 15 アンペアの規格品を使用すること

電源コードを延長して使う場合は必ず 15A 仕様の延長コード（2
スケア・10 ｍ）を購入してご使用ください。
規定以下の商品を使用した場合
電源コードやプラグが壊れ、発火の原因になります。
必ず標準のケーブルより太いものを 10 ｍまでで使用してください。
10 ｍ以上は延長できません。
コードリールは使用できません。

電源ケーブルに異常がある場合は使用しないこと

折れ曲がり、プラグの変形、プラグの刃の折れ曲がり、ケーブルの
つぶれなどがある場合は使用しないでください。
発火、感電することがあります。

タコあし配線はしないこと

複数の電気製品を同じコンセントで使用した場合
ブレーカーがショートする場合があります。

アースをすること

アースがない場合は販売店に依頼し、第３種接地工事をしてください。
水道管、ガス管、電話線、避雷針、稼働中の機械へアースを絶対に接
続しないでください。

漏電ブレーカーを設置すること

安全確保のため漏電ブレーカーを設置してください。

洗浄対象物に静電気除去用アース線を接続すること

洗浄対象物に静電気が蓄積される場合があります。
洗浄中は対象物に付属のアース線を接続してください。
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エアーコンプレッサーの仕様は厳守すること

規定以下のコンプレッサーを使用した場合
圧力が出なかったり、風量が確保できず正しく動作しません。
エアー供給に問題があり生じた不具合・損傷は保証対象外です。

メンテナンスを行う場合は、電源を切ること

感電する恐れがあります。

エアーコンプレッサーのオイルセパレーターの管理をおこな

うこと

圧縮空気にオイルが混ざるとミキサー内で瞬間凍結し損傷します。
オイルセパレーター内のフィルターの洗浄・交換を定期的におこなっ
てください。
メンテナンス不備により生じた不具合・損傷は保証対象外です。

エアーコンプレッサーのウォーターセパレーターの管理をお

こなうこと

圧縮空気に水が混ざるとミキサー内で瞬間凍結し損傷します。
ウォーターセパレーター内の水を定時的に抜くこと
ウォーターセパレーター内のフィルターの洗浄・交換を行うこと
メンテナンス不備により生じた不具合・損傷は保証対象外です。

圧縮空気接続管は２０Ａ以上必要

20A 以下の配管部材は圧力が規定以上でも風量は確保できません。
必ず 20A の配管を専用施工してください。
配管不備により生じた不具合は保証対象外です。

圧縮空気に関する注意

エアーコンプレッサーのメンテナンス管理を行うこと

メンテナンス不備により生じた不具合・損傷は保証対象外です。

圧縮空気接続ホースは純正ホースを使用すること

接続ホースは消耗品です。
外観に亀裂・摩耗が有る場合は使用を中止してください。
ホース端部のカップリングに緩みが無いか毎回確認してください。
メンテナンス不備により生じた不具合・損傷は保証対象外です。
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仕様
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名称

　１　サイドカバー

　２　圧搾空気接続カップリング

　３　後輪

　４　ハンドル

　５　アクセサリーボックス

　６　トリガーホルダー

　７　ケーブルホルダー

　８　空圧・排水バルブ

　９　搬送時　前方固定部位

１０　電源ケーブル

１１　ドライアイス廃棄口（投入量が多すぎる場合・廃棄時）

１２　キャスター

１３　ホース接続カップリング

１４　静電気除去アース（洗浄対象物接続）

１５　コントロールケーブル接続コネクター

１６　操作パネル

１７　アクセサリーケース

１８　タンクカバー

１９　搬送時　後方固定部位

※外観・仕様は開発・改良により予告なく変更する場合があります。



10

　１　ノズル

　２　トリガーガン

　３　ホース接続口

　４　接続コネクター

　５　安全レバー

　６　トリガー

　７　ドライアイス　ＯＮ / OFF スイッチ

接続ホース・コネクターに変形・損傷が無いか

確認してください。

１　接続ホース

２　接続プラグ（本体側）

３　本体側接続コネクター

４　接続プラグ（ガン側）

ラウンドジェットノズル

直接取付けてください。

フラットジェットノズル

エアフローを併用してください。

ドライアイス　ＯＮ / OFF スイッチ

１　ドライアイス停止

２　ドライアイス投入

ノズルの取り付け

付属のグリスをネジに塗布してく

ださい。
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アクセサリーケースの取り外し

ケース両サイドのプレートを押しロックを解除してく

ださい。

ケースを開けてください。

内容物の確認を行ってください。

● 27 ㎜スパナ　2 本

●シリコングリス　1 個

●ラウンドジェットノズル　1 個

●フラットジェットノズル　1 個

●エアフロー  L　1 個

●サイドパネル取り外し工具　1 個

●ロック解除キー　1 個

別売ノズル・アタッチメントを収納することができます。
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　１　ゴーグル

　２　手袋

　３　耳栓

　４　接続ホース（標準装備　８ｍ）

　５　グリス（標準装備）

　６　ハンドル

　７　スクラブプレート

　８　アクセサリーボックス（標準装備）

　９　キー（標準装備　サイドパネル用）

１０　スパナ（標準装備　27mm　2 本）

１１　スコップ

　

１２　フラットジェットノズル（標準装備）

１３　アングルジェットノズル（105°）

１４　アングルジェットノズル　（90°）

１５　ラウンドジェットノズル

   14 ×９× 16

１６　ラウンドジェットノズル（標準装備）

   14 × 7 × 13

１７　ラウンドジェットノズル

   14 × 9 × 16 ／ 245

１８　ラウンドジェットノズル

１９　スクランブラ―

２０　ラウンドジェットノズル

２１　延長パイプ

２２　エアフロー Ｌ（8 ㎜　標準装備）

ご購入いただいた標準アクセサリーおよび別売アクセサリーをご確認ください。

アクセサリーに損傷・摩耗がある場合は使用を中止してください。
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＜スクランブラー：オプション＞

細かな作業を行う場合ご使用ください。

ドライアイスペレットを破砕し吐出します。

ガンとノズルの間に取り付けて使用します。

スクラブプレートの組込設定で粉砕する大きさを

調整します。

１　カバー

２　マガジン

３　スクラブプレート

＜分解手順＞

カバーを取り外してください。

マガジンを引き抜いてください。

マガジンに挿入されているスクラブプレートを

取り外してください。

スクラブプレートの組み換えで 3 種類の格子が選

べます。

試射を繰り返して最善の組み合わせに調整してく

ださい。

＜注意点＞

空気圧・風量が低い状態で使用した場合

ドライアイスペレットを粉砕することができず

詰まりを生じさせる場合があります。

その場合は大きめの格子に組み替えてください。
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＜サイドパネルの取り外し＞

2 か所のクリップを 90 度回してください。

サイドパネルを持ち上げながら外します。

１　クリップ

２　サイドパネル

＜後部パネルの取り外し＞

4 本のスクリューを取り外してください。

空圧・排水バルブに接続されたホースを取外して

ください。

＜本体内部＞

１　バイブレーター

２　空圧・排水バルブ

３　ドライアイス廃棄口
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　１　ツールボックス

　２　銘板

　３　制御ボックス

　４　静電気用アース線リール

　５　静電気用アースクランプ

　６　ミキサー

　７　圧力制御バルブ

　８　ウォーターセパレーター

　９　ドライアイスタンク

１０　コンテナサポート

＜本体後部＞

１　ドライアイスタンク

２　バイブレーター

３　ウォーターセパレーター

４　空圧・排水バルブ

＜ドライアイスタンク内部＞

タンク内部に異物が無いか確認してください。

１　ドライアイスタンク

２　ガード固定スクリュー

３　ガード

モーターブレーカー

ミキサーに過負荷が生じた場合

ブレーカーが作動し突起が飛び出します。

その際は　突起を確認し飛び出している場合は

押し込んでください。
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操作パネル

ディスプレーの表示について

１　制御電圧ランプ

　　緑　正常

　　赤　制御電圧が低すぎます

　　黄　ドライアイスタンク全排出機能作動中

２　緊急停止ランプ

　　赤　緊急停止ボタン作動中

　　緑　緊急停止ボタン解除中

３　圧縮空気ランプ

　　緑　正常

　　黄　設定吐出圧に到達していません

　　赤　圧力が低すぎる（0.15Mpa 未満）

４　ドライアイスランプ

　　緑　正常

　　赤　異常あり

５　ガンランプ

　　緑　正常

　　黄　スイッチを入れる際に

　　　　　　　トリガーが握られています

　　赤　ガンが接続されていません

　　　　　　　または制御系統に不良があります

６　ディスプレー

　１　カウンターキー

   カウンターリセット

  作動時間

　  投入量

　  平均投入量

　２　増圧スイッチ　

　３　増量スイッチ

　４　メインスイッチ

　５　非常停止スイッチ

　６　キースイッチ（ロック ⇔ 解除）

　７　減量スイッチ

　８　減圧スイッチ

　９　ディスプレー

１０　排出スイッチ
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＜非常停止スイッチ＞

スイッチが押されると

緊急停止ランプが点灯し E002 が表示されます。

非常停止スイッチのノブを回すと解除されます。

エラー表示が消え

設定圧力と投入設定が表示されます。
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設定

＜設定方法＞

●キースイッチをロック位置に合わせます。

●増圧スイッチと減圧スイッチを同時に押した

　状態でキースイッチをロック解除へ回します。

増量スイッチと減量スイッチでメニューを選びます。

設定を変更してください。

１　増圧スイッチ　⇒　設定増加

２　減圧スイッチ　⇒　設定減少

３　増量スイッチ　⇒　メニュー　進む

４　減量スイッチ　⇒　メニュー　戻る

設定が修了した後キースイッチをロック位置に

回すと設定画面から抜けることができます。

４項目の動作設定を変更することができます。

●ソフトスタート ⇒　設定圧力までの到達時間

●廃棄時間  ⇒　残留ドライアイスを廃棄する場合の作動時間

●ライト  ⇒　別売り調整機能付きトリガーガン ライト点灯設定

●デモモード  ⇒　機能確認
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＜カウンター機能＞

今までの

　累積運転時間

　ドライアイス使用量を確認することができます。

＜値の確認＞

スイッチを入れてください。

●カウンタースイッチを短く押すと運転時間が

　表示されます。

　t リセット後の運転時間

　T 積算運転時間

●カウンタースイッチをもう一度短く押すと

　ドライアイス使用量が表示されます。

　m リセット後の使用量

　M 積算使用量

●カウンタースイッチをもう一度短く押すと

　平均ドライアイス消費量が表示されます。

　q リセット後の平均使用量

　Q 積算平均使用量

＜値のリセット＞

●スイッチを入れカウンタースイッチ（ｈ）を

　4 秒間押し続けます。

※積算数値はリセットされません。
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準備

＜接続ホースの取付＞

接続部位の汚れを取り除いてください。

ホース端部をしっかり押し込んでください。

安全作業を行うためロックしてください。

黒いリングをカップリング側に移動しながら回転させて

ください。

取り外す場合

ロックが解除できるまでカップリングを回します。

カップリングを本体側にスライドしながらホース端部を

引き抜いてください。

操作ケーブルコネクターを差し込んでください。

< 注意 >
● 室内空気の二酸化炭素濃度が危険値に達しないように換気の良い環境で作業を行っ
　 てください。
● 洗浄対象物に静電気除去アースを繋いでください。
● 保護具（安全ギア、安全手袋、密着型安全ゴーグル、防音保護具など）を着用します。
● 緊急停止時は直ちに非常停止スイッチを作動してください。
● ガンを握る瞬間反動が生じます
　 バランスを崩さないよう安全な立ち位置を確保してください。



21

コネクターのナットを回し固定してください。

＜接続が悪い・断線の場合＞

Ｅ 005 が表示されます。

トリガーガンへ操作ケーブルを取り付けてください。

＜接続が悪い・断線の場合＞

E005 もしくは E006 が表示されます。

付属のグリスをトリガーガンのネジに塗布してください。

（無塗布の場合　取り外すことができなくなります）

ノズルを取り付けてください。

付属のスパナでしっかり固定してください。

トリガーガンへ接続ホースを取り付け固定してください。

安全作業を行うためロックしてください。
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エアホース接続カップリング

ロックナットを時計方向に回しロックを解除してくださ

い。

カップリングが飛び出してきます。

この状態でエアホースを取り付けます。

ロックナットで固定した状態

この状態ではエアホースを取り付けることはできま

せん。

ホースの加締めボルトに緩みの無いことを確認してくだ

さい。

エアホースを取り付けます。

エアホースを取り付けた後

ロックナットを反時計方向に回しロックしてください。

圧縮空気を供給してください。

漏れが無いことを確認してください。
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作業手順

設定

緊急停止ボタンを回して解除してください。

メインスイッチを“|”まで回します。

キースイッチを右側に回し（設定変更状態）てください。

圧縮空気圧力を調節（増圧／減圧）してください。

＊圧力を強くするほど洗浄効果が高くなります。

ドライアイス投入量を調整（増量 / 減量）してください。

キーをロック位置に合わせると設定が固定され調整でき

なくなります。

１　増圧スイッチ

２　減圧スイッチ

３　増量スイッチ

４　減量スイッチ

ミキサーを停止させてください。

　トリガーガンのスイッチ＜１：停止＞を押す。

内部結露水・ゴミの排出をおこなってください

　トリガーガンの安全ノブを手のひらで押しながらトリ

　ガーを握り圧搾空気を約 1 分間空撃ちする。

コンプレッサーの能力を確認してください。

　増圧スイッチを押しランプがグリーンから赤に変わる

　圧力を確認する。

　使用圧力はグリーンランプ点灯範囲になります。

　赤ランプが点灯する圧力で作動させても圧力は上がり

　ません。
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ドライアイス投入量を 30Kg/h に合わせてください。

トリガーガンのスイッチを１に合わせてください。

１　ドライアイス停止

２　ドライアイス投入

ドライアイスの投入

ドライアイスタンクカバーを開けます。

タンク中に異物や復水がないか確認してください。

ドライアイス投入量を

最低設定 30Kg/h に合わせてください。

ドライアイスタンクの冷却

圧力設定をコンプレッサーの容量まで上げてください。

ドライアイスペレットスコップ１杯をタンクに投入し

カバーを閉じてください。

約１分間放置しタンク内部を冷却してください。

安全ノブを手のひらで押しながらトリガーを握ってくだ

さい。

ドライアイスを吐出させホース、トリガーガンを冷却し

てください。（約１分間）

タンクへドライアイスペレットを投入し洗浄作業を

行ってください。

洗浄対象物との間に静電気が発生します。

　静電気除去アースを対象物に接続してください。

投入量は徐々に増加させてください。

圧搾空気の圧力と風量のバランスにより投入量は決定さ

れます。

むやみに増加させた場合

詰まり・ドライアイス廃棄口からのペレット廃棄が生じます。
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作業を中断する場合

トリガーガンのトリガーを放してください。

トリガーガンを本体のホルダーに差し込んでおくことができます。

20 分以上作業を中断しないこと。

ドライアイスタンクのドライアイスペレットを全て廃棄してください。

全て廃棄した後　ペレット投入モードで１分間空撃ちし内部結露を飛ばしてください。

ウォーターセパレーターの水抜き

圧縮空気はウォーターセパレーターで水分が分離され

ます。

ウォーターセパレーターにたまった復水は作業中に定

期的に排水をおこなってください。

ゆっくり空圧・排水バルブを開け、排水してください。

＜定期的（約１５分毎）に排水＞

排水後閉めてください。

＜注意＞

復水を排出せずに使用を続けた場合

ウォーターセパレーターの復水がミキサーへ流れ込み

瞬間凍結し損傷します。

コンプレッサーが小さい場合

一気に空気が排出され Low Pressure と表示され

赤ランプが点灯し停止します。

コンプレッサーの交換が必要です。
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作業終了

圧縮空気のバルブを閉めてください。

ウォーターセパレーターの空圧・排水バルブを開け、排水してください。

ドライアイスタンクの残留ドライアイスを全排出キーを押しドライアイスタンクを空に

してください。

●設定時間が経過すると停止します。

ドライアイスが残っている場合は再度全排出キーを押してください。

スイッチを切ってください。

圧縮空気接続ホースを取り外してください。

電源を取り外してください。

＜搬送する場合＞

本体を搬送する際はシッカリと固定してください。
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トラブルシュート

エラーコードが表示されるエラー
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エラーコードが表示されないエラー
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メンテナンス
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ユーザー登録・保証

ご購入日から１年間の保証期間を

ご購入から２年間に延長いたします。

ユーザー登録をお願い致します。ケルヒャー ジャパン株式会社では、十分

なアフターサービスを提供するために、当社業務用製品をご購入いただい

たお客様にユーザー登録をお願いしております。

そのほか、お得なキャンペーンや新製品のご案内を

お送りします。ぜひご登録ください。

＜ユーザー登録いただいたお客様限定＞

＜ユーザー登録方法＞

ケルヒャー ジャパン株式会社のウェブサイトからご登録ください。

　サービス - 業務用製品ユーザー登録

　・ご購入から３０日以内にご登録ください。

　・ご登録には製品名とシリアルナンバー（製造番号）が必要です。

　　２台以上ご購入いただいた場合も１台ずつご登録ください。

　・S/N：ｘｘｘｘｘｘ の数字がシリアル番号です。

＜お問い合わせ先＞

ケルヒャー ジャパン株式会社　サービスフロント

ＴＥＬ：0570-78-3140

メール： service@karcher.co.jp

登録情報について

お客様にご登録いただいた個人情報は第三者に提供することはありません。

尚、ユーザー登録情報は、保証期間内のサービス活動及びその後の安全点検活動のために利

用させていただく場合がございますので、ご了承ください。

当社の個人情報保護の取り組みについては、ケルヒャー ジャパン株式会社のウェブサイト

でご覧いただけます。

＜保証＞

保証規定については、同梱の保証書をご確認ください。
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お問い合わせ先

■製品に関するお問い合わせはお近くの営業拠点までご連絡ください。

弊社ホームページからお近くの拠点をご確認頂けます。

ホームページから拠点を確認する場合は

https://www.kaercher.com/jp/

　⇒会社情報

　　⇒営業拠点

＜サービスフロント＞

業務用製品の故障、修理についてのお問い合わせは、

ケルヒャーサービスフロントへご連絡ください。

受付時間：月～金　ＡＭ９：００～ＰＭ５：００

（祝祭日、当社休日を除く）

ＴＥＬ：0570-78-3140

ＦＡＸ：045-438-1320

■ホームページから修理を申し込まれる場合は

https://www.kaercher.com/jp/

　⇒サービス

　　⇒業務用製品

　　　⇒修理メニュー

　　　　⇒出張修理サービス

　　　　　⇒詳細情報・修理のお申込み方法はこちらから

　　　　　　⇒出張修理申込書（PDF）はこちら（FAX で申込み）

　　　　　　⇒出張修理お申込みフォームはこちら（ホームページから申込み）
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補修部品

※仕様変更により商品の形状と図が一致しない

　場合があります。


